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新保祐司著　四六判変型／フランス装／ 120 頁　定価１９４４円（本体 1800 円＋税）
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各書店　詩集・文芸　ご担当者様

いつもたいへんお世話になっております。9 月 8 日配本の新刊〈詩集〉のご案内です。

何とぞよろしくご注文くださいますようお願いいたします。＊すべての取次からご注文が可能です（JRC 経由）
発売　港の人　〒248-0014神奈川県鎌倉市由比が浜3-11-49　電話 0467-60-1374　FAX0467-60-1375

ご注文は JRC へ　FAX 03-3294-2177　＊返品条件付き注文扱い

著者紹介／新保祐司◎しんぽ　ゆうじ
1953年生まれ。文芸批評家。都留文科大学教授。著書に、『内村鑑三』（1990年）、『国のさゝやき』（2002
年）、『信時潔』（2005年）、『鈴二つ』（2005年）以上、構想社。『フリードリヒ　崇高のアリア』（角川
学芸出版、2008年）、『異形の明治』（藤原書店、2014年）、『シベリウスと宣長』（2014年）、『ハリネ
ズミの耳　音楽随想』（2015年）以上、港の人、ほか多数。近刊に『「海道東征」への道』藤原書店。

9 月 8 日発売／著者の批評活動の原点をあらわした抒情の世界が美しく蘇る。

ISBN978-4-89629-320-3 C0092 ￥1800E

ISBN978-4-89629-320-3 C0092 　四六判変型／フランス装／１２０頁／定価１９４４円（本体１８００円＋税）

◎「或る朝の発声／呼吸することは悲しい、宇宙は悲しい」と懊悩する青春の魂の
告白。社会に出ていく前の、孤独な青年の世界を素朴でみずみずしい情感にあふ
れた言葉でうたう。

◎現在、文芸批評家として旺盛な活動を展開している著者が 22、3 歳の時に書き、
そして 30 歳の時、評論と合わせた『鬼火―文学』という本を出した。評論はすで
に『文藝評論』に収めて刊行。今回 30 余年ぶりに、詩人・三好豊一郎、仏文学者・
杉本秀太郎らに高く評価された、散文詩集を復刊する。

◎著者の批評活動の原点をあらわした抒情の世界が美しく蘇る。

◎書名となった「鬼火」とは、著者が宿命的に影響を受けたというルイ・マル監督
のフランス映画「鬼火」にちなむ。

◎ブックデザインはアトリエ空中線の間奈美子。青く硬質な世界を美しいフランス
装の詩集に仕上げる。

◎著者・新保祐司は、文芸批評で活躍する一方、クラシック音楽に造詣が深い。弊
社より、ユニークなシベリウス論『シベリウスと宣長』、ベートーヴェン、モーツァ
ルトなどクラシック音楽をめぐる名随想集『ハリネズミの耳　音楽随想』を上梓、
好評を得ている。


